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　月始め寳瓶宮に在るが，19日から双魚宮に入る．太陽の削糠1下

は西方に傾斜し，月初12皮，月末に21度Sなる・太陽北極は見え

す，月末は，今年中で最もよく南極の見える時である・
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　月は先づ最初に4日午前5時に天王星に追び付いて，其の南側

2度の所を通り過ぎる・次には8日午後1時に木星を追ひ越す・

此の時は木鋤の北側隈曜i所を通る・！蛸午前塒には海王星

ご出合って，それの北側4度の勝をすれ違ふ23月には土星を，

午後9時に追0越す．26日午後4時に水星に迫って，戯の南側を

通b過ぎ，更らに同2611午後8時には，火星に追ひ付いて．矢張

り南側を通過する．此れで，今月の遊星歴訪を終るが，何れも・甚

だ遊星に接近しないで，大抵3度乃至4及離れすご所を通り過ぎて

みるのでめまり面白い景色ではない・
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　　　　　　　　　火星E水星ごの合

　來月（三月）2日午前6時に火星S水星Sが會合し，其の時の離角

は僅かに宇度である・而かも水星は，西方最大離角の后，左程日

敷も経ってるないので，槻望には甚だ都合がよい．從って今月末

から注意せられるのもよからう．

　爾遊星共午前5時過ぎに東に出る・三って，日の出より約1時

聞早い・水星の光度は0・0等級，火星は1．5等二二直径は火星

が殆んご4秒を持績してみるのに劃し，水星は27日に5．9秒，2

日に5・7秒，7日には5．4秒S，ぐんぐん小さくなって行く．

　圖は毎日午前5時に於ける雨星の位置を示しtzもので，位置は

「やぎ」座．同座デ星の光度3・0等級，ガ星は3．8等級，イ星は

4．3等級，テ星は4．9等級である．2．月28日目朝には火星が，3月

1日の朝には水星がイ星に近い．
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錘　麹＿攣簿高騰響一瞬蹴曲
　　　　　　　　　　遊　　　　星　　　　界

水　星　始め「いて」座54番星附近で停留なb，2日から順行し
て15日には，「いて」「やぎ」の境，「やぎ」座シグマ星に近く・更

らに順行して月末には，「やぎ」座の東部ナこる，同座29番星近く

まで進む．今月中曉の東天に見え，殊に15日には，西方最大離角

26度こなり，今年中では8月に次ぐ大な離角で，観望には甚だ都

合がよい．15日では午前5時24分東天に登る（太陽より約1時
間牛早い）．光度は並等．15日の親直径は6。8秒である．

金　星　6日に外合になるので，今月は殆んご見えない．

火　星　曉の星で，「いて」座の東部よb順行して「やぎ」座の東

部まで進む．月末になる程よい．月末には水星が極く近くまで追

ひ付いて來る．そして寒月2日午前6時に僅か牛度の近距離に並．

ぶ．火星は北側．光度1等孚．覗直樫4秒
木　星　育の星「うし」座中央を順行中．光度負2等．覗直径39
秒．

土　星　曉の星で，火星，水星等より早く登る．位置は「いて」

座．アンタレスの梢西に位し，徐々に順行してみる．光度1等．

視直径14秒．
天王星　宵の星「うを」座44番星の東を徐々に順行してみる・光

度6等視直下3紗双眼鏡でも見付ける事は容易である・
海王星　宵に東に登る・「しし」座レ’グノレスの束1度・光度8等・

1硯直穫3秒．
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　　　　　　　　　　桓　　　星　　　界

　「くぢら」は既に没して，「ひつじ」「さんかく」「アンドロメ

も西室に低い今やシリウスを総大序こしtz眞冬の営々が，丁度

子午線に洛ふて居並ぶ　　・一「オリオン」や「うし」「ふずこご」

「ぎょしゃ」等の：巨星連が一一．之に加へて，「うし」座には

負2等級の木星がみるので，一調此の附近を賑やかなものにして

るる・

　銀河は北西から，天頂を通って東南に流れて，宵の間は西室の

黄道光ご光を競ふが，時間が経つに從って，次第に西へ押しやら

れる・それに代って東天には「しし」や「おごめ」の春の代表者

が現はれ，筒営々S「まきを」「かんむり」「ヘノVタンス」等が登

って來る・

　南方に「はS」や「うさぎ」の可愛らしい星座が見える頃にな

るS，北では北斗七星が相野高くなって來て，親しみ深い姿で北

極を指示してみる．


